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②主な国のＯＤＡ額の推移(外務省資料ほか) ③自衛隊の参加した主な海外活動(防衛省資料ほか)
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⑤防衛関係費の推移(2010年

刊　防衛白書)
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⑥日本のＯＤＡ供与対象地域

(2010年刊　政府開発援助白書

ほか)

196　第４鴫現代の国際社会

きました。憲法に戦争放棄を掲げ，平和主義を基本として，対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドP,70)外貿易と産業発展を重視する通商・経済国家となりました。

　冷戦のもとで朝鮮戦争が発生すると，どのようにして日本の　5
　(→P.192)

国民や国土の安全を守るのかが心配されました。日本は，日米

安全保障条約を結んで，対外的な安全の多くをアメリカにたよ
　　　(→P72,255)

りました。自らは自衛を目的とする防微力のみをもちました。

それとともに，攻撃的兵器の保有や国際紛争への介入をせずに，

防衛費を国内総生産(GDP)の１％程度におさえてきました。そ　10

　　　　ゆいいつ　ひ;まく　　　　　　かくして，唯一の被爆国として，核兵器を｢持たず，つくらず，持

ちこませず｣という非核三原則を掲げてきました。

　復興をとげた日本は，経済の面から国際社会に貢献するよう

になりました。日本は，1970年代末から，発展途上国の経済や

福祉の向上のために，さまざまな技術の協力や資金の援助をす　15

る，政府開発援助(ＯＤＡ)を急速に拡大しました。特に東アジア
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活動(ﾐｬﾝﾏｰ)
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　冷戦終結直後の湾岸戦争をきっかけにi
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　日本は国連のもとでの平和維持活動

⑥企業による蚊帳の普及活動

（タンザニア）マラリアの原因

となる蚊を寄せ付けない蚊帳を

開発し，理地生産を行い，雇用

も劃出しています。

する自衛隊員(1992年)

　運軸や通信，選挙管理など，

派遣地域の平和と安全を守る活

動をしました。

　○DＡは，資金の援助だけではなぐ･国際協力

機構(JICA)による技術や教育の普及活動があり

ます。JICAの事業である青年海外協力隊では，

市民が援助先の人々と生活しながらの国際協力が

40年以上続けられています．

　また，ＮＧＯによる民間の援助活動も盛んに行

われでおり,ノ専門知朧を生か七た技術や人道援助，
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においては，貿易や投資，0DAなどの拡大を通じて経済発展に

協力しました。急速な近代化をとげた日本が，その知識や技術

と資金を提供し，アジア諸国の発展と安定，そして，平和で協

力的な国際社会の形成に役立とうとしたわけです。アジア諸国

が発展するにつれ，近年では，日本のODAは最も貧しいアフリ

カ諸国にも提供されるようになっています。

国際鉛筝と

日本の役割

　　(PKO)にも参加するようになりました。1992年に国際平和協

10　力法(PKO協力法)を制定し，カンボジアの平和回復と復興のだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はけん　　めに，初めて自衛隊員と文民警察官を派遣しました。その後も

　　　　　　　　　　　　　　　　ドP.70)　　日本は，ゴラン高原，モザンビーク，東ティモール，ハイチな

　　どのPKOに参加しました。これらのPKOは，停戦合意が行われ

　　た社会に紛争が再発しないように，また，平和的に行われた選

挙のもとで民主的政府がつくられ，人々の生活が安定するよう

に支援しています。

　平和主義を掲げた日本は，経済活動によって発展途上国の発

展・安定と世界平和を支えつつ，PKOに参画するなど，国際協
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にな　　　　　　　　　　⑩水道管を敷設する自衛隊員

調のしくみのなかで，世界の安全保障への責任を担っています。（2oo3年，イぅク）
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日本はどのような方法で国際社会に貢献したらよいのかをみんなで話し合ってみよう。　　　　197
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